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腸管出血性大腸菌O157による急性脳症の

病態解明と診断・治療法の開発

感染症の研究戦略として重要な点は、ヒトの臨床経験からヒントを得て、感染動物モデルを作成し、その動物
モデルを用いて病態の解析、診断、治療、ワクチン開発にまで研究の幅を広げることにある。本セミナーにお
いて、私たち（本セミナー講師の藤井潤准教授らの研究グループ）が開発した腸管出血性大腸菌O157経口
感染マウスモデルと精製ベロ毒素を静注したウサギ急性脳症モデルの病態解析結果を紹介する。また、これ
ら動物モデルを用いた急性脳症の診断法・治療法・ワクチン開発の可能性についても紹介したい。さらには、
ベロ毒素がヒト脳血管内皮細胞に誘導するアポトーシスの分子メカニズムを紹介する。この研究は厚生労働
科学研究費補助金地球規模保健課題推進研究事業（国際医学協力研究事業）の分担研究「腸管出血性大腸
菌感染に併発する急性脳症の解明」として採択されている。本セミナーによって腸管出血性大腸菌O157感染
の死因に直結する急性脳症の病態が広く理解されること、未だ有効な治療法が確立されていない現状をふま
え、ベロ毒素による急性脳症に対して、脳血管内皮細胞や神経細胞を再生させる新たな治療法の開発の出発
点になることを期待する。
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